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ここを縫う 2~3 ㎜

ここを縫う

【図 1】 【図 2】
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ガマ口　土台

◆ガマ口土台にガマ口部分を製図する
→出来上がり線から 2㎝内側に
　縫い合わせ線を書き込む
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肩紐布②

肩紐布①

表布 1枚

表布 1枚

表布 2枚
Dカン通し布

Dカン通し布・肩紐布
①②は断ち切り寸法
（縫いしろなし）です

【例】

ガマ口部分を製図する

縫い合わせ線2
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内ポケット付け位置
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ポーチ布 表布 1枚
芯　1枚
中布 1枚
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D カン通し付け位置

ポーチ内ポケット
内布 1枚

折り山
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【準備】がま口製図土台の上から、がま口にあわせて製図をひく ( 動画参照 )
表地に接着綿を貼っておく

【１】内ポケットを作り、ポーチ内布に縫いつける
・お好みで仕切り用ステッチをかける
【２】がま口布 ( 内 ) の底を、返し口を残して縫い合わせる。ぬいしろはアイロンで割っておく
・返し口部分も出来上がり線でアイロンをかけておく
【３】がま口布 ( 表 ) とポーチ布 ( 表 ) を中表に重ねて、縫い合わせ線にミシンをかける
【４】ポーチ布を避けながらがま口布 ( 表、内 ) を中表に重ね、口部分を縫い合わせる
【５】【４】を【図１】のように重ねなおし、両脇→マチを縫う。内布の底から表に返す
【６】返し口を手縫いでまつる
【７】Ｄカン用タブを作る【図２】
【８】ポーチ布 ( 表 ) の上部にファスナーを縫いつける。この時、Ｄカンを通したタブを挟みこむ
【９】がま口布を避けながらポーチ布 ( 表 ) を中表にし、両脇→マチを縫う。表に返す
【10】ポーチ布 ( 内 ) を中表にし、両脇→マチを縫う
【11】ポーチ布 ( 表、内 ) を重ねあわせ、内布をまつりつける
【12】がま口パーツをとりつける
【13】肩紐を縫い、送りカン・ナスカンと組み合わせる

表地　110 巾　0.4m
内布　110 巾　0.3m
接着綿　たて 0.3m×よこ 0.5m
がま口　口金　　
横幅 16cm～ 18cmのもの　１個

がま口付のショルダーポーチ
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［※縫いしろは、指定のないところは全て 1㎝です ]

ファスナー　18cm　1本
Ｄカン　１５ｍｍ　２個
送りカン１５ｍｍ　１個
ナスカン１５ｍｍ　２個
がま口接着用ボンド　適量


